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授業内試験 小テスト 課題内容 出欠状況 授業態度

前期 0% 0% 60% 10% 10%

後期 0% 0% 60% 10% 10%

年間教授計画　　2026年度　（４月～２月）

対象

デジタルイラストレーション ｸﾗｽ：　2　年　J　組
学科：クリエイター
ｺｰｽ：イラストレータ

授業概要
まずは１年時の作品のブラシアップを行い、これらを時系列にまとめ、現時点での自分の作品を客観的に確認し、次の展開を考えます。その後は「作品研究Ⅱ」と連携しながら進行します。

なし

課題５のサポート作業

１年時からの制作を確認する

最終到達目標
主なる作品作りを「作品研究Ⅱ」で行うとして、それに必要なプレゼン資料をまとめる時間にあてます。イラストレータとしてあなたが目指すものはなにか？を明確にしていきます。

単元 内容および授業方法

・時系列で並べた自分の作品を見て思うところがあるはず。それをレポートにして自己確認をおこなう。

・所定の壁面に並べて飾る・・・ここまで展示の練習を兼ねた作業

・出力した作品をパネル化する

課題５に必要な以下を準備する（実習）

・今後の自分の制作の方向性を定める、またはそのイメージを作る手助けにしたい。

・キャラクタースケッチまたは３面図など

・作品の説明の準備（ポートフォリオ、プレゼンのための）

・原則全員参加でおこなう

SNSの構築（外部への発信） ・アナログによる資料作りだけではなく時代に合わせたデジタルによる自分発信の環境を作る

・本来の目的（就活用）を明確にし、個人情報を含み過ぎないように注意する

提出（期限厳守）
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後期は「作品研究Ⅱ」との連携 「作品研究Ⅱ」授業の内容を参照

（重要）　この授業の評価内容の２０％を占める内容に（学習発表会への事前準備力、準備期間から展示日までの行動力）があります。
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１年時の作品をまとめる これまでの作品を時系列に展示する作業（実習）
・ブラシアップ

・展示の練習 ・１年時に制作した作品の確認（配色やサイズなど）

・すべての作品の出力

※１　授業内試験：期間内の総まとめの試験／小テスト：単元ごとのテスト等／課題内容：課題提出および課題の出来具合
　　　その他：（　　　）に具体的内容を記載。（例）外部実習評価

※２　備考については、資格取得に対する加点、学習に当たっての留意事項等、上記以外の項目に記載すべきものがある場合に記入。

成績評
価方法

項目　※１ そ の 他 （ 準 備 力 と 行 動 力 ）

割合
20%

20%

備考　※２ （学習発表会への事前準備、準備期間から展示日までの行動力）を評価として扱います。


